
第2回 がんに関する普及啓発懇談会議事次第  

○日 時：平成20年12月26日（金）13：00～15：00  

0場 所：中央合同庁舎5号館（厚生労働省）18階専用第22会議室   

（第1部）公開シンポジウム  

【プレゼンテーション】  

アフラツクにおけるがんに関する普及啓発活動について  

アフラツク営業教育部がん保険推進課長 永江美保子  

島根県におけるがんに関する普及啓発活動について  

特定非営利活動法人グループ・ネクサス理事長 天野慎介  

がん情報サロン「ちょっと寄ってみませんか」代表  

癌と共に生きる会会長 佐藤愛子  

国民運動『チーム・マイナス6％』について  

イーソリューションズ株式会社代表取締役社長 佐々木経世  

中央酪農会議「牛乳に相談だ。」の広報活動について  

社団法人日本広告業協会専務理事 兼坂紀治  

（株）電通アカウント業務管理室シニア・プロゾェクトマネーゾヤー 百束英ニ  

スター混声合唱団の活動紹介 ～がんに悩む方へ捧げる応援歌～  

タレント 山田邦子  

【懇談会構成員及び傍聴者の質疑応答】  

各プレゼン終了後   

（第2部）懇談会・・ ・カメラ撮り不可、会議は公開  

事例発表に対してのフリーディスカッション   

【資料】   

事例1 アフラツクにおけるがんに関する啓発活動について   

事例2 島根県におけるがんに関する普及啓発活動について   

事例3 国民運動『チーム・マイナス6％』の原理・原則   

事例4 （社）中央酪農会議「牛乳に相談だ。」キャンペーン事例紹介   

事例5 スター混声合唱団について   

資料1 がん対策の推進について   

資料2 市町村におけるがん検診の実施状況等調査結果（平成20年1月1日時点）   

参考資料 第1回がんに関する普及啓発懇談会議事録  

【中川座長提出資料】   

○中学校での「がんの授業」（産経新聞） ○韓国のがん対策（朝日新聞）   

O「がん征圧を目指して」（朝日新聞広告特集）○小中学生向けの「がんの本」  

【若尾委員提出資料】   

O「患者・市民パネル」の活動と来期の募集についての資料   
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国民運動『チーム・マイナス6％』  

の原理・原則  

イーソリューションズ株式会社  

代表取締役社長 佐々木経世   



国民運動「チーム・マイナス6％」の原理・原則   

2008年12月26日   

¢・′′e…S掴。r－与  

イーソリューションズ株式会社  

＿葛ノe一5。鵬。S  Copyridlt◎2OO8e－SO［utionsAllRightsReserved．  STRICTLY CONFIDENTIAL   

はじめに  

■「COOLBIZ」で国民の多くに認知された環境省「チーム・マイナス6％」は、   
原理・原則に基づき進めて、今までに大きな成果を挙げている。  

■本日は、前半に、この「チーム・マイナス6％」の原酔原則をご説明し、   

後半は、この原理・原則を「がん検診」に応用した「がん検診受診率50％に向けた   

取組（仮称）」をご説明したいと考える。  

■後半の「がん検診受診率50％に向けた取組（仮称）」は、   
厚生労働省の平成19年度「がん検診受診率向上に向けた戦略的企画・立案」   

で作成した「「がん検診受診率50％に向けた取組」（仮称）事業化へ向けた   

報告書～最終報告－」を抜粋したものである。  

葛亡；…冊   CopyrightE三）2008e－SOlutionsAllRightsResen／ed 1  STRICTLY CONF7DENTIAL  



目次  

1章．国民運動「チーム・マイナス6％」の原理■原則  
1．1．「従来の国民運動」の落とし穴（一例）  
1．2．従来の国民運動の課燻  
l．3．「チーム・マイナス6％」：成功裏兼  
1．4．（参考）従来の情報環境（仮説）  
1．5イチーム・マイナス6％」：成功要素一再掲一  
1．8．継続的一千性ある取組  

2章．「がん検診受診率聞％に向けた取組（仮称）」   

2．1．がん検診受診率期％へ向けた課超（仮説）   

2．2．がんに関する日本を代表する運働の分析   

乙3．「がん検診」における解決案（仮醗）と施策案策定   
乞4．施策美田集中キヤンヘ○－ン   

2．5．施策実包自分事化の促進  

若 

2．8．施策案  

2．7．施策案  

企業・団体連携  

実施本部の設置  

2．8．H23年度がん検診受診率50附こ向けて  

＿葛ノ去朝山伽5  Copyright◎2008e－S0lutionsAl［RightsFhserved．  STR！CTLYCONFIDENT［AL   

1章．国民運動「チーム・マイナス6％」の原理・原則  

1．1．「従来の国民運動」の落とし穴（一例）  

1．2．従来の国民運動の課は  

1，3．「チーム・マイナス6％」：成功事素  

1．4．（蓼考）従来の什報オ境（仮説）  
1．5．「チーム・マイナス6％」：成功要素一再掲－  

1且継続的一千性ある取組  

＿葛小冊雨   
3  Copyright◎2008e－SOltJtionsA‖RidltSReser・Ved，   STRICTLY CONFIDENT［AL  



1．1．「従来の国民運動」の落とし穴（一例）  

‖．「従来の国民運動」の落とし穴（一例）   

◎目的がF組織を作ることLjで終わポヨでし奮う？   

・組織設置後の計画性の欠如？  

◎国が方針を発表するだけで、企業・国民が自主的に動くと思っている？   
・政策者側の一方的な思い込みにより、メッセージが企業・国民まで届かない？  

⑳年度が変わると運動に継続性・…貰性がなくなる？   
・毎回メッセージが変化し、説得力に欠け、故に政府の本気感が伝わらない？  

鬱メッセロ併ジE情報が多すぎる為に、国民にポイントが理解されにくい？   
・同時に多くのメッセージを発信するため、受信者側（企業・国民）が混乱する？   

・パンフレット、チラシ等を作成し配布することで安心してしまう？  

一章／e5仁・k腑き  Copyridlt◎2008e－SO（utionsAEIRrghtsReserved．  4  STR】CTLY CONF）DENT】AL   

1．2．従来の国民運動の課題  
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1．3．「チーム・マイナス6％」：成功要素  

図表1．3イチーム・マイナス6％」：成功要素  
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【1］基本原理  
≡㌍硲澗  

（1）てこの原理  

（2）連鎖反応  

（3）自然増殖  

（4）相乗効果  

［2】エ埋骨理  
雷稲  

プロジェクトに優先順  
位を付け効果的な管  
理を行う仕組み整備  

［3］政府の本気感  
雷‡ヲ：同軍‡瑠評厨  

メッセージの選択と集中によ  
り、政府の本気感が伝播  

［4】予井配分  
吉富確言首領  

長期的戦略に基づ  
いた予算投下  

［5］企業一団体連携  ［6】評価基準  
ヨ『冒  

効果測定の実施／  

調査結果の戦略的  
な活用による事業  
全体の盛り上げ  

買箭両君‡≡硲  

企業・団体との連携を加速さ  
せる実施本部の設置  

眉亮一S。■utl。。5  Copyright◎2008e－SOIutlOnSA1．RidltSReserved＿  6  STR）CTLY CONF】DENT）AL   

1．4．（参考）従来の情報環境（仮説）（1／5）  
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1．4．（参考）現状の情報環境（仮説）（2／5）  

図表1．4．（参考）現状の情報環傭（仮説）（2／5）  
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1．4．（参考）広告の「同期化」による効果の増大化（仮説）（3／5）   

1．4．（参考）広告の「同期化」による効果の増大化（仮説）（3／5  
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1．4．（参考）企業との「同期化」による効果の増大化（仮説）（4／5）  

1．4．（参考）企業との「同期化」による効果の増大化（仮説）（4／5  
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広告＋企業との出稿の集中（「同期化」）  
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1．4．（参考）パブリシティ化・メディア協力（仮説）（5／5）  

1．4．（参考）パブリシティ化・メディア協力（仮説）（5／5  
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1．5．「チ＿ムマイナス6％」＝成功要素  巨頭衰∃  

CO2削減1  
行二加二す二】   

総理  
【サブリーダー】  
環境大層  

」 
＿＿、＿＿＿   

【実施】   
環境省  
全省庁  

［5］企業・団体連携  ［6】評価基準  
、．、，I弓  

効果測定の実施／  

調査結果の戦略的  
な活用による事業  
全体の盛り上げ  

［3］政府の本気感  
謂頂指閂許汀頂  

メッセージの選択と集中によ  
り、政府の本気感が伝播  

【4］予井配分  
語頭粥郡砺  

長期的戦略に基づ  
いた予算投下  

［1】基本原理  
澗耶  

（1）てこの原理  

（2）連鎖反応  

（ヨ）自然増殖  

（4）相乗効果  

［2］工程管理  
；手簡  

プロジェクトに優先順  
位を付け効果的な管  
理を行う仕組み整備  

軍訂両署罪砺  

企業■団休との連携を加速さ  
せる実施本部の設置  

¢・・．卜  Copyr■ght◎2008e－SOIutionsA】lR，ghtsReserved．  12  STR】CTLY CONF］DENT）AL   

1．6．継続的一貫性ある取組  

芯岳岳森岳毒≡重要漕海董  C00L一日ほ   
LBほ   C、odLBl王  

一貫性  
℃L亡つ′I雷一▲王tろつ  

P ‥■● 

－ 

l事1＝ウタイ【  

コ一づけ∴tセノ  

ひ雷■l＝八一ちiい  

事フ■ユにぐりrT   

勺∫．  

億空毒 ′ヽ  
；をJ▲－ ニ＿  

て丁ゴーこ＝‘「∴：ヒr T  

COOL▲Sl▲2冊H沌／5／a  
キックオフ会見Hl一月／加  安倭丘理ポスター  

／斬椚広告  

如紆の「ノーネクタイ．ノー上背」∴ニニ H17／4′灼        小池元大 臣1動櫨広告   

Hl－／†／5  

【みこ■莞紅守一▲   
■、■九■】■■く：l●一  
／Ⅶ曹M■乃几  

小池元環慎大臣ポスター 安倍丘理ポスター  
／新聞広告Hl〟○乃 l／新市広告 Hlか1／9  

ー  
ミニエソ主」  

roDOL8RJ名搬定  
記者会鼻 卜什／ヰ／27  万博ファツションショー  

H17／l／5   
⊂D凸」日；Z  

OOOL月EEXEOU¶NモSト19／8月－  

小1元亀可■フレア首相  
共同貴書ホ蘭広曾Hll／l／り  うちエコ■モ■●＝rl′∽1  

；1モコ  ．■l   
＝ ・＝・  一一・     ／ 

（朝日甜H‖8．′‘28：  

・集中でもクールビズの曽及ま勤始まる   ／MR謀■■H川  

丁・：11   

了≡∃  ・北京公書異．曇■にはークールビズJ   く人民絹H17・′7l   

インドネシア ⊥ 
♪   【8譜産ま新郎IH17t巨27：   

畠  ・アラブ駐日大慶クールビズ支持   て諌売新町H17b15   

鱒国  ・な府主■ではノーう；ヤケツトノーネクタイf   
†●て  闇す材GOOLBlむキャンペーンを葵紬   こ－大事I民匹】頂墳那卜PH17 
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2章．「がん検診受診率50％に向けた取組（仮称）」  
戒雛ムー警1－≒豆  

2．1．がん検診費鯵串50％へ向けた課題（仮説）  

2．2．がんに開する日本を代表する運動の分析  

Jにおける解決案（仮説）と施策稟策定  
集中キヤンヘ○－ン  

自分事化の促進  

企業・団体連携  

2．3．  

2．4．  

冠  
2．5．施策集  
2．¢．施策稟桓  

慧踪詣鼠に向けて  

倣っ。■ut■叩  Copyridlt◎2008e－SOlutionsA”RidltSReservbd．  14  STRICTLYCONFIDENT（AL   

2．1．がん検診受診率50％へ向けた課題（仮説）  

2．1．1．課題①市町村の広報溝助が不十分：自治体  
2．1．2．課題②生活者の検診に対する自分事化が不十分：生活者  
2．1．3．課趨③就♯者のがん検診受鯵辛が低い：企♯  
2．1．4．課糧④検診機関で受診者視点の対応が不十分：検診機耶  
2．1．5．「がん検診受診串50％」へ向けた課題（仮説）：概要  
2．l．8．がん検診における課題（仮胱）：全体像   

（参考）課題（彰死生観の問題   

（参考）がんに関連する特有の課題（一例）  

¢・＝・．・   Copyright◎2008e－SOILLtjonsAIrRightsResen／ed．  15  STRZCTLY CONFIDENTIAL  

丁  



2．1．1．課題①市町村の広報活動が不十分：自治体  

●検診の有効性に不信   

一有効性を示す”エビデンスのある′′検診と、有効性の根拠が   

不十分な禎鯵の那壬馳馳腿鮎純劇肌  

●予算が不足  

■市区町村の半数以上が予算不足と認識※1   

・受診者の増加に伴う費用負担増※1  

受診峯50％の要理不可能な理由（全国69市区）※1  

0   20   40   60   80  100  

課題⑥  市町村の広報活動が不十分  

住民の関心   
が低い   

予算が  

足りない  

機材が   
足りない  

（出典）※1朝日新聞「がん検診5肌目標良雛」20D8／1／6  
※2g00リサーチ「第2回乳がんに関する2万人女性の意識調査J2006／lD  

¢・－ト．  16  Copyright⑥2008e－SOFutionsArIRightsReserved．   STRICTLY CONFlDENTIALl 

2．1．2．課題②生活者の検診に対する自分事化が不十分：生活者   

●情報源が限定的   

イ理解」を促すインターネットチャネルでの情報供給が   
不充分  

日常の情報源：ネット（30．2％）※1  

がんに関する情報源：ネット（川．5サら）※2  

課題魯ノ  生活者の検診に対する自分事化が不十分  

がん検診の関心度について  

虐 重要だと思う  

●「がん」や「検診」に関する理解が不十分  

・がんに関する理解が不十分  

－30人に1人以上が乳がんにかかることを知っている人：22．2％※3  
早期発見であれば95％が治ることを知っている人：52．1％※3  

・「検診」に関する理解が不十分  
一厚労省の指針「40歳以上の女性は、2年に1回のマンモグラフィと  

視触診による検診を原則とする」を知っている人：17．1％※3  

東壁診の理由（上位3位）減2  

0  ＝〕  20  

たまたま受けていない  

健康状態に自信があり、  
必要性を感じないから   
必要な時はいつでも医療   
横側を受診できるから  

（出典）※1博報堂「買掛こおけるWebの影響度調査権果速報」2007′7 ※2内閣府大臣官房政府広報室「がん対策に関する世論調査」2007／9  
※3gDOリサーチ「第2回乳がんに関する2万人女性の意邑鼓調査」2DO6／1D  

眉モー≡‥｛．「さ   17  Copyright◎2008eTSOIutionsA．1RightsReserved．   STRICTLYCONFIDENTIAL  



2．1．3．課題③就業者のがん検診受診率が低い：企業  

就業者のがん検診受診率が低い  課静′萱ノ   

●就葉音が受診する時間がない  

は暑ががん検診車診有壁けなかった理由（上付3付）※1  

（大腸がん検診）  

層のがん検診宅診轟※1  

（大腸がん検診）  

（出典）※ト東京都福祉保健局「職域及び学校（大字等）における健膝診査等の実態調査結果J2DO6  

＿葛ぺ－5。■ut【。耶  Copyright◎2008e－SOlutionsAIfRightsReserved，  18  STR【CTLYCONF［DENTIAし  

2．1．4．課題④検診機関で受診者視点の対応が不十分：検診機関   

検診機関で受診者視点の対応が不十分  課題④   

●がん検診に関する人材や設備不足   

一適切な検査医／検査技師、検診装置が不十分射  

一計本医学放射線学会の仕様基準を済たす乳がん検診装虻は  
現在使用中の約半数のみ  

醜ヽ（乳がん）※3  
（N＝23537）  

0％  20，も  40％   60％  80％  

ぎのような  

価格が安いこと   

住まいの近〈で  
受けられること   

健康保険を使って  
受けられること   

医療スタッフが  

女性であること  

（出典）メ1：がん検診に関する検討会  
※2・日本公衆衛生協会「がん検診の受診率向上に向けた有効な手段の開発に関する研究報告書」（平成19年3月）  
※3第3回乳がんに関する2万人女性の意敲調査」（‘00リサーチ）2007／10  

e．・・・．・＝√   Copyrjght◎2008e－SO［ut；onsAllRidltSRes訂Ved．  19  STRICTLYCONF［DENTIAL  



2．1．5．「がん検診受診率50％」へ向けた課題（仮説）：概要  
・ 

．．＿＿＿＿ ＿＿＿．＿ 

．．「㌧「■【▼ ．  ＿             1＿1一 「，，．【 rl一「h一  

課題阜  

市町村の広報活動が不十分  

課題－′喜ノ  

生活者の検診に対する自分事化が不十分  

課題⑨  

就業者のがん検診受診率が低い  

課題壇／）  

検診機関で受診者視点の対応が不十分  

思去－≦州珊  Copyridlt◎2008e－SOIutionsAJ！RightsReserved  20  STRICTLY CONFIDENTrAL   

2．1．6．がん検診における課題（仮説）：全体像  

サ  各種団体  

若年層男性従業者  
（20～3旦歳男性）  

l l l、‾ ‾ ‾ ‾、 ‾■’■1‾ ■ L ‾ l■ ヽ  

一般企業  若年層女性従業者  
（20－39歳女性）  

．∴  

i  

ー  

サービス薫  葉音啓発  
■
 
一
．
一
■
 
■
t
．
■
．
■
●
 
■
 
■
－
．
．
■
．
・
．
■
 
■
 
 

熟年層男性従業者 （40～5g歳男性） 1  15亡  がん関連企業  

熟年層女性従業者 （40～59歳女性）            li        i  

－鑑，や  （60歳以  上男女）  ロ ロ  
STRICTLYCONFIDENTIAL    1魯 

生活者の検  
対する自  



（参考）課題①死生観の問題  

図表鯛  

課題（！ノ死生観の問題  

日本人の平均寿命の推移  人は死んでも生き返るか？  

（調査対象：小学生372名）  1▲l   

鋸  －  

平均寿命の著しいの伸びや、  

都市化と自然の喪失、宗教の喪失  

などにより、日本人は死生観を喪失  

していると考えられる。  

二  
＝二二：  

ウノ・／一ノ  

ノー了■▲   

・○・1Ⅷ川・…・引用＋ほトう：ウ1き3ウ191「≡き5（1き¢仁1さ1（川1；31乙…（皇〉   

・平均寿命の著しい伸び、都市化と自然の喪失、  

宗教の喪失など日本人の死生観を考える環境が  

大きく変化。  

り小学生の7割近くが死を理解できていない。  

出典イ死を通して生を考える教育研究会」2004年調査  

¢い‥トいり．．、  Copyridlt⑥2008e－SOLutionsA＝RightsReserved．  22  STRICTLYCONFIDENTIAL   

2．2．がんに関する日本を代表する運動の分析  
蔚鶏群野薄．j  

2．2．1．啓発活勤分析のフレームワーク  

2．2．2．「国立がんセンター」の取組み全体像（一次分析）  

2．2．3．「日本対がん協会」の取組み全体像（一次分析）  

2．2．4．「ピンクリボン」の取組み全体像（一次分析）   
（参考）乳がんに関する女性の意識調査  

2．2息がん対策に帥する日本を代表する運動の特徴（仮説）  

¢、・・トい．   Copyright◎2008e－SOIutionsAllRidltSReserved．  23  STRICTLYCONFIDENTIAL  



2．2．1．啓発活動分析のフレームワーク  
T    一‾‾■「’▼▼－★★【▼‾【丁▼■∫■‾一－－1【一丁－－一▼－【－－一一一 －－岬－－・ 「 ・－，・・－－一－▲・・・－】・・▼－【－－・－一一－－ニー－一†・－・－m一■＝＝一・－－－ブ〉・■▼－▼一∴▼†「け▼・〔▼¶・・・1・＝、一・「7－←、r【，．．，   

園表．2凋ムワーク  
凡例：⊂＝⊃訴求方法の一例：  

sTRICTLYCONFZDENTIALト飾っo  

2．2．2．「国立がんセンター」の取組み全体像（一次分析）  

講演会   



2．2．3．「日本対がん協会」の取組み全体像（一次分析）火8本封がん協会  
㌣がん積㌻診受診   

啓発の特捜   

地域に密着  

した認知・  

理解の促進  

医師会、企業など  連携鹿  市町村、財団法人、   

′お 

三慧慧ニ：笥還慧工芸  Copyridlt◎2008e－SOrut10nSA”RightsReserved．  26  

2．2．4．「ピンクリボン」の取組み全体像（一次分析）   

がん楓診受診   

啓発の特徴  

多様なメデげ  
と統一された  
ブランデインゲに  

よる訴求  

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ・多様なメデげの活用    ！       ‾‾‾‾‾‾‾■1  
TV、新訂、              I一新聞広告  】   l  

■  J  
l  

フリーヘーーハ●－  l  

l  等  
；・統一されたアラげインク  

l  

末榊脚 
I ′●●  

トWeb上の連携  妄  ・コミュニティの活性化   活着視点の提案型メニ1－  
l一様々なホーータルサイトとのlル  一公式ホ●一帥でのフ●ロ憎賞など  

PC、摸蕎、  
一自己診断の習慣化を促進  

A〉機番専  両頭巫  
■   
果て  

一■■’‘…  
帥0フ■叶  

セフルチ1，ク方法を動画配信  

l√ニi－ヽ1叫メ⊃！ いもーヒン…‥申ニノ；‡才■‖   y油00フ●け  

l  友人・知人、 小冊子 
、  

‘岳・・′■  ′主■‘■童■  
度外広色、  
イヘーント、店す、 穐鯵機桝等  

l  

1㌔I′  

こ竃茎き  し＿＿＿＿＿ 
l  

l            u      セミト      ＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ヱ聖唆lゴー」  

重なキセンヘ●－ン糞角帽1   

【10月】   

乳がん月間  

連携先   

各種団体、  
各種業界企兼  
（医薬／保険、  

メデけ、製造、  
不動産業界など）  

ピ‥   イヘ●ント後に検診じた人の紺  （出典’ …：脚帥  
¢・巾・・・   Copyright◎2∝）8e－SO」血onsAllRiかtsReserved．  27  STR】CTLY CONF】DENllAL  



（参考）乳がんに関する女性の意識調査  
ふ丁∴＿1，二＿ニ∴二＝＝＝ニ＝二：＝＝m「二＝」＿⊥ 」 ＿  ㍑：＝’二γ  ▼‾’‾‾▼‾ † ‾仙‾‾‾‾‘‾‾’‾■▲’■】■＋－‾ノー‾「「∵▲■－‘－ く■－、’【【‘’－’’▼‾’■■‾，’▼∴■▼■▼▼、▼ 

図表（参考）到棚杢  
各訴求率  

（認知率・理解率・受診率）  

、掛軸伽5  Copyright◎2008e－SOIutionsA＝RidltSReserved．  28  STR【CTLY CONFrDENT［AL  

2．2．5．がん対策に関する日本を代表する運動の特徴（仮説）   

※凡例 l‾‾‾■‾‾‾‾‾●‾■‾‾●■‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾■  

；■■積極的に取組んでいる  
；照男取組んでいる  
ど  一部取組んでいる  

／へ  

2．2．5．がん対策に  

e㌧－一塁」   Copyr唱htt互〉200Be，SOILTt．DnSA”F？．ghtsReserved 29  STR）CTしY CONFJDENT］AL  



2．3．「がん検診」における解決案（仮説）と施策案策定  

2．3．1．「がん換臥における解決案の全体像（仮説）  
2．3．2．運動の基本原理：①てこの原理（農開シナリオの一例）  
2．3．3．運動の基本原理：②連魚反応（展開シナリオの一例）  
2．3．4．運動の基本原理：③自然増殖（展開シナリオの一例）  
2．3．5．運動の基本原理：④相乗効果（よ開シナリオの一例）  
2．3．8．課糧に対する施策案の策定（仮説）  

邸－5州叩  CopyTright◎2008e－SOlutionsA”RightsReserved．  30  STR（CTLYCONFIDENT．AL  

2．3．1．「がん検診」における解決案の全体像（仮説）  

－  

■  

同 じ メ ツ  

凋‾された7●ランデル化  
■ 

相効果  
セ  

ぐぅ齢別指  油集中キヤンヘ。＿，  l  

がん対策推進室   
ジ ′、  

】  

［コ受診非輔書  

（3）自然増柵（ヰ）相舶稟  ‖】基本原理 （1）てこの廉】蔓（2）運■反応   的な書理を行う仕組み嚢■  【2］エ程管理 プロジェクトにt先∫位を付け勤よ   

［3］政府の本気感 メッセージの遇択とょ中により、政  M予算配分 長期的戦略に纂づいた手書投下  

「51企彙・団怯連擁 企薫■錮との拗を加遷させる 実施本棚■  

効果測定の鵜／着用による事業  
全体の盛り上If  の本気腰が伝播  

Copyright⑥2008e－SOlutionsAI［RidltSReserved，  31  STRICTLYCONF【DENTIAL   



草．亭．草．運動の基本原理：①てこの原理（展開シナリオの一例）  

2．3．1．2．ヨ咽てこの原理（展開シナリオの－  

ヘ  銅キ軌－ン韓国昆 十 ：がじ 享ぎ＝等ジ ＝ 』 ■■ 三宅…＝＝＝■■■■＝．■■  
‖ミけの 

勃の  
岨ウの醐二菟   

取り上げ   取り上げ   

15   

企  
ノ  

100社′′  訴  

国が喜牽する  
求  

50社業  
祭中キヤン′∴－ン   

力  
の  

蓋5≡   
据協調麗凝新患品数視勤焔以期待焔抜殻窃だ該顧邪顧訝索詔窮   

集中キヤン  
■■■■■：■■■■t■  

＿ト・企封  

」一転吏字、  
■   ■  
●■■■l■■■■■■  

10～25社と連  

の基盤づく  

鮎密集中辛ヤンヘ‘－ン  

ヰタイミンケを同期した連携  

国が主導する  
集中キャンヘ●－ン  

準備   

＿魯／モー三色－し輌  Copyr・ght◎2008epsDIutlOnSA‖R・ghtsReserved．  32  STR】CTLY CONFIDENT］AL  

2．3．3．運動の基本原理：②連鎖反応（展開シナリオの一例）   

2．3．3．運動の  シナリオの－  

企業連携の  

基盤づくリ   

合計10～25社と連携  合計50社と連携   合計100社と連携   合計150社と連携  

新規50社  

潜在企業  一〉25・  潜在企業   A  
CopyrJghtlE）2008e－SO厄tlOnSA‖R■ghtsReserved  33  STR】CTLY CONFIDENTJAL   



2．3．4．運動の基本原理：③自然増殖（展開シナリオの一例）  

シナリオの－  2．3．4．運動の基本原理：Q  

［：：：：コ啓発運勤に取組む繊維  

r川】→自然増確の流れ（一例）  

H0半旗   

企業の全部署へ  企業のw部の部署  

¢い…り．．  Copyridlt◎2008e－SOILLtionsA”RightsReserved．  34  STRtCTLYCONF（DENT［AL  

2．3．5．運動の基本原理：④相乗効果（展開シナリオの一例）   

○：注力する訴求机－シ・  

○＝訴求メッセージ  

シナリオの－  2．3．5．運動の基本原理：  

H21h  
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2．3．6．課題に対する施策案の策定（仮説）  

図表2．3．8．卿）  

国民運動「チーム・マイナス6削   がんに関する日本を  がん検診受診率50％  

に向けた課題（仮説）  施藍塞  代表する運動の分析  の原理■原則  

市町村の広報活動が不十分  

生活者の検診に対する自分  
事化が不十分  

就業者のがん検診受診率が 低い  

課題4  

漂監禁讐謂賢者視点のミ                                         l  

※がん検診受診の機運が高まることで  
間接的な解決が見込まれると思われる課鼠，  

＿葛ノモー5。■L軸ざ  CDPyr唱ht◎2008e－SOl血OnSA】‖苛かtsReserved 36  STR】CTLY CONF】DENllAL   

2・4・施策案馳集中キヤざ？Onン  
ニ÷  

■各団体と連動した集中キヤンヘ○－ン  

葛圭   CopyridltE言〉2008e－SOIutionsAIIRidltSReserved．  37  STRICTLYCONFIDENTTAL  



2．4．施策案喋集中キヤンヘ0－ン  

2．5．施策案切自分事化の促進  

・自分事化を促す段階的メッセーゾ  

．e■・・い・   Copyright◎2008e－SOILLtionsAIIRightsReserved．  39  STRICTLYCONFIDENTZAL  



2．5．1．自分事化を促す段階的メッセーシ●（仮説）  
L1  1   ■〝1－汀t－】一－＿－  

図表2息1．自分事化を促す段階的メッセーシ●（仮説）  
凡例  

：〔ニコ国民運動のホ●ィントの適用  

ー魯・e融仲川  Copyright◎2OO8e－SOlutionsAllRightsReserved，  40  STRlCTLY CONFlDENTIALl 

2．5．2．自分事化を促す普及啓発コンテンツ例（案）  

国表2．5．2．自分事化を促す普及啓発コンテンツ例（美）  

ノへ＼  

出軌の理解を促す 抑範 

「がんになっても早期発見」  

一早期なら、高い治癒率※，  

・今、がんの大半が治る※3  

・検診に向いているがん、  
検診に向いていないがん那  

出ん朋解を促す 凍ノ   
ー、なるべくがんにならない▼j   

・適度にスホ■－ツする。－いい汗流しましょう－※z  

■禁煙で男性のがんの3分の1が消滅※3   

・食生活の欧米化で、日本のがんも欧米化した※。   

lがん治療は自分で選ぶ」  

・手術までの心と身体の準備潔2  

・がん治療の3つの柱は、手術・放射線治療・抗がん剤議。  

r■がんの痛みをとった方が長生きJ  

・がんの痛みはとった方が長生きする※。  

出典 ※1日本対がん協会 公式HP、「がん読本」  
※2 匡l立がんセンター公式HP  
※3「がんのひみつ」中川恵一著  

¢。一三▼－」′雪二！ Copyridlt◎2008e－SOh」tionsA）lR■dltSResen／ed．  41  STRICTLY CONFIDENTIAL  



2．6．施策案臼企業個体連携  
閻獣署詰 

・受診を促す多様な企業・団体連携  

ー¢ぺ－S曲“耶5  Copyriかt◎2008e－SOl止ionsAllRiかtsRes8Ⅳed．  42  STRICTLY CONFIDENT（AL   

2．6．1．企業連携を軸とした運動の推進  

運動への棲めて九体的で  
向きな★同量向※  

什N｛〕叫」川〉  

田三申夕順藁  極的に取り組んでいきたい。（アフラック）  

きる範囲で協力したい。（ノ′くルティス）  

是非協力したいと考えている。（中外榔）  
八っ◆リシティ型企業  社内啓発型企業  

ハ■ケリシティにより他企兼の ●  

取組みをメテけで啓発  
就業者やその家族および  
取引先への伝達  通した生活者への伝達   

生命保験企業  

・ニッセイ  
・AIG  

艶藁企虞  

・式日薬品工業  

検診僻企業  

・オリンパス  
・GE穐川メディカル  
・日立メディコ  
・8立ハイテクノロジーズ  

企業への提示を十分  
にすることができれぼ  

大きな〟がん検診〝の  

四民丑勤が図れる  

【テレビ（全：醐  

・日本テレビ  
・NHK  

・テレビ嘲日  
・フジテレビ  
・TBS  

・テレビ十衰  

啓発運袖に積極的な  

セブンーイレブン・ジャパン  
トヨタ  
士ゼロックス  
下tエ  

潜在的に数多くの企業が存在   
注ユ娼塵企差止二例  レシステムズ  

コカ・コーラグ／  

イメーシ●向上を見込む  

願事接点の多い企業  

NTTドコモ（移抽靂什）  
ベネッセ（遷傭教萬）  

コナミスポーツ（フ†外ネス）  

※具体案について吼【19年度報告書Frがん検診受診率50％に向けた取細」（仮称）事業化へ   
向けた報告書』（es作成）を参照  

眉偏刷，任   Copyridlt◎20D8e－SOlutjonsAIIRightsReserved．  43  STRICTLY CONFIDENTtAL  



2．6．2．企業（PR型）との連携（案）：対面啓発で受診喚起（保険会社）  

copyright◎2008e－SOldionsA‖RightsReseNed・   

2．6．3．費用対効果の比較例：H21年度（あくまでも1次仮説）  

の比較例：H21年度（あくまでも1】  2．8．3．  

本運動の費用  

合計：10億5，119万円（税込）  

約10．5億  

4, 

鴫曙 句屯一  

約18倍の費用対効果（あくまでも一次仮掛  

、時  、  

、  

ヽ叫                                    ■■叫                                        ヽヽ  （消費税 5．006万円）；  
l＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿－－＿＿＿．一一－＿＿＿＿＿＿＿■   

啓発費用換算費  
マスメディア＋リアルメディア  

鴫魚  

リアルメデげ（保険募集人による対面啓発）  

：  

約140億※2  

マスメディア  

（TVCMのみの場合）  

：  

約50億※1  

計約190億円  

貴用（円）  

※1【算出ロシ●ック①】  

二ⅠVCMで、行動（受診）する人は24万人   

TVCMを認知した人のうち10％ががん検診を理解し、さらにその10％が行勤（受診）すると仮定。   
日本の人口を1．2億人とし、例えば40％の認知率を獲得するためには2，000GRPが必要で、視聴率が  

10％と仮定すると、媒体費は200本×200万円＝4億円。   
行動（受診）する人は1．2情人×50％（全人口に占める受診対象者（6000万人）の割合）×40％（認知）   

×10％（理解）×10％（行動）＝24万人。  
H21年庄の300万人の受診者増lこ相当する広告料l；H鋸狛億円   
平成21年度受診者増の300万人は、300万人÷24万人＝12．5倍で、4億×12．5＝50億円と井定。   

※2【井出ロシ◆ック②】  

アフラツク、ニッセイ、第一、明治安田、住友、三井住友海上の  
6社合計の保有契約件数約7，000万件（日経金融新聞2006／5／30）の  
20％（川00万件）にアフ■ト干すると仮定し、封．000／件の人件費がかかると  
仮定。1400万×‡1．ODO円＝140億円。  

葛こ王。′r′モ Copyridlt◎200BeLSOlutionsA‖RIdltSReserved．  45  STRICTLY CONFIDENTIAL  



2．6．4．運動の御旗（一例）：運動名称（案）  

ー葛右曲血  Copyright◎2008e－SOIutionsA”RidltSReserved，  46  STRICTLY CONF［DENTIAL   

2．7．施策案切実施本部の設置  
跳ぼ絹混折㌫  

■実施本部による全体最適の推進  

＿e／ニー融t輌   Copyright◎2008e－SOIutionsAIIRightsReserved，  47  STRICTLY CONFIDENTtAL  



2．7．1．組織設計  

図表2．7．1．組織設計  
凡例i⊂＝〕国民運働の村ントの適用…  

全体戦略  
全休実行計画  
全体管理  
組織、施策の進捗支援  
組織からの報告取りまとめ  
国立がんセンター／厚生労働省への報告  

施策企画、実施決定  
企業／団体への働きかけ／取り纏め  

施策管理  
施策の進捗支援  
施策からの報告取りまとめ  
PMOへの報告  
認知率／受診率など効果測定  

PR／広報  
問合せ対応  

施策実行  
施策の進捗管理  
各企業／団体の調整  

＿葛ふ測．描  Copyridlt⑥2008e－SO）utionsAllRightsReserved  STRICTLY CONF【DENTTAL   

2．7．2．Web対策全体像（案）  

軋、ナゾやサイトへの議連  

■各市町村Webサイトヘ  

ー各市町村での取組  
状況を共有   

■検診予約ヘーーシソ   
検診機関Webサイトヘ  

ー検診予約へ誘導  

■企業Webサイトヘ  

一企業の取組を紹介す  
ることによる企集イト  
シ●向上、企業サイトヘの  
誘導  

がん検診受診率50％  サイト内検索  

1■■  ■－  ▲  、1  

がんについて  

がん検診とは  

■健康関連サイトからの誘導   
All▲bu†廿■■■  

り、ん経互：I－一「⊥ ■  

lサ言ンI  

ー ー ＿ ＿ －＿ ＿ －＿ 疇■  

イヘ◆ント・情報など  
各種団休・運動の紹介  

関連団体W bサト  l健康関連Webサイトヘの広告掲覿  
■   

プ■瑚  

l 

■開  

■モハ■ィルサイトからの誘導   r■≡棄碧  
あなたの大切な人ヘメッセイを   

火口羊封かん協会 ’－【弧■′モ 厚生労働省  CMライフ■ラリ  Ⅴ・王ま薔t  

メ緑  

恕 
いい〉葺∠1  

遥㍉． 
Jこ．じ 

賛同企業・団体  
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2．7．3．Web対策（行動化推進案）  

2．7．4．効果測定（データ活用案）  

図衰ぇ7．4．劫臭測定（データ活用尭）  
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日本経済新聞  
平成20年3月25日（火）朝刊  成功事例を／ウハウ化し   

全国へ普及  

各地から検診受診状況  

についてのデ岬タを収集  
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2．8．H23年度がん検診受診率50％に向けて  

2．8．1．年度別実行シナリオと兼用対効果（仮説）  

2．8且実施主体別の実施内容と想定効果：H21年虔（あくまでも仮説）  

2．8．3．企業・団体連携：連携企業数別 受診率増加の推移  
2息4．想定効果：がん検診別受診率増加の推移  
2．8．5．「がん検診」における解決案の全体像（仮説）一再掲－  
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2．8．1．年度別実行シナリオと費用対効果（仮説）  



2．8．2．実施主体別の実施内容と想定効果：H21年度（あくまでも仮説）  

●TVCM、新聞広告、Web広告によ   
るタイミげを同期化した加トシ】ン  

への意識醸成や  
蔓連携推進の  

メール・冊子、柵   

2．8．3．企業一団体連携：連携企業数別 受診率増加の推移  

2．8．3．  

新規50社による啓発  

既存100社での  

自然増殖で啓発  

企業連携数  
150社  

X50社連携で受診率5％増（rl．4．実施主体別の実施内容と想定効果」蓼照）に暮づく  
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2．8．4．想定効果：がん検診別受診率増加の推移  

図表2脚受診率増加の推移  

女性への訴求範囲  
【凡例】  

［：∃瀾状  
：H21年度  

H22年度  

こ．．］H23年度  

ぞ、j 相乗効果X  

仁男性へ訴求範囲→   

H義孝恵‘1  が
ん
検
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受
診
率
 
 

to醐増  
H22年度  ※rl．2．4．基本原理」参照   

相乗効男卜妄■ヌ   モ 
乗効果  （H22年度）  

＿ ト・∵キー…川絹度●－－・…・モー・‥・・∴                                                             l  

†5％分場（H2峰鹿）  
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 合計検診数：約7，384万件  
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 約713．5万人  

約4355万人  約292万人  よ。こ‘二一三コ  約424万人  
箪が5・5万人 糾43万人                   「■¶▼▼ 「       ト  

＋＞   
子宮がん 乳がん 大腸がん  胃がん  肺がん  
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2．8．5．「がん検診」における解決案の全体像（仮説）  
－‾ m 

国▼’1】ン■■∧ノh一－’二渋‘▲ユ‘＝‾バ‾叫肌‾t－Ⅳ▲上腿■yⅦ瓜Ⅶ鵬一叩n叩一首種菌帯㌻蚕業仙仙叩こJ≡■1－■’瓜Ⅶ‾－－｛一1‘」」ご’＼こ札山 

地域に密着した肋・瑚の促進  

け封昔撞  
陸指 

がん対策推進室   

■t  

⊂コ受診非対た者  

］基本原理  

‖ （1）てこの原理（2）連鎖反応 （3）自然せ醜（4）相乗効果   ［2】エ糧管理 プロジ工クトに優先順位を付け効果 的な管理を行う仕梱み豊儀  上3］政府の本気感 メッセージの選択と集中により、政 府の本気感が伝播  ［4】予壬配分 長期的駐暗に基づいた予算投下  

r5】企業・団体連撞  
企兼・団体との連携を加速させる  
実施本部の設t  

［6】評価基準  

効果測定の実施／着用による事業  
全体の盛り上げ  
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（社）中央酪農会議 「牛乳に相談だ。」  

キャンペーン事例紹介  

社団法人日本広告業協会専務理事  

兼坂紀治   

（株）電通アカウント業務管理室  

シニアプロゾェクトマネーゾヤー 百束英二   



榊「牛字Lに相談だ。」キャンペーン事例紹介  

200臥12．26  

1）「牛乳に相談だ。」キャンペーンについて  

・キャンペーンの目的  

適切なターゲットを設定し、効率的な情報伝達を行うことで牛乳に対する  

メージを変える。また、長期的に需要を確保する。（予算10億円／年X5）  

①即ち、中高校生に「牛乳」の存在を再認識させ、「身近な飲み物」と認識させること   

により、学校や家庭で自己増殖的に話題が広がること。  

②組織（チャネル・メンバー）もキャンペーンを理解し、自らマーケテイング活動に   

参加し、地域での「牛乳」の存在感を高める。  

③ ①、②を前提に、意識行動の変化を喚起し短期的、長期的な需要に結びつける。  

2）「（社）中央酪農会議」についての説明  

3）日本の牛乳市場の現状（キャンペーン開始時）  

4）ターゲットの設定  

■若い（実飲用）層か、母親（実購入）層か  

5）キャンペーンの組み立て（コミュニケーション構造）   

・中高生の意識と課題   

・コミュニケーションの効率化  

6）具体的な展開  

一中高生のコンタクトポイント   

・「組織（チャネルメンバー）」の活動  

7）キャンペーンの効果  

中高校生のキャンペーン認知■ ‥0％（？）→63％  

キャンペーン印象度・・・78％が「印象に残った」  

8）2年目の展開  

・ターゲットの設定2・・・中高生を3つのクラスターに分類  

・真々に有効なコピー開発とコンタクトポイント、メディアを使い分ける   



9）2年目の成果  

中高校生のキャンペーン認知・・・86％が認知  

キャンペーン印象度・・・79％が「印象に残った」  

10）3年目に向けて  

キャンペーンの成果  

①1年目を終えて  

当初目標の「中高生に過半数のキャンペーン認知を取る」「高い印象・好  

意度を得る」 という点では（地域的差はあるが）成功したが、キャン  

ペーンの広がり、意識・行動の変化という点では課題を残した。  

② 2年目を終えて  

認知向上、意識の変化は見て取れるが、具体的な行勤までは不十分な成  

果。  

③ 現在（2007年春）  

中高生の中でも、より細分化したターゲット像が浮かび上がり、効率的  

なコミュニケーションが求められる。また、「購入」という点では、「母  

親と子供のコミュニケーションがあって実購買に結びつく」という課題  

が明確になった。3年目以降にはこの点を追求する。  

ひやくそく  

（株）電通 アカウント業務管理室 百束英ニ  

▼▼  
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2008年12月26日   

社団法人中央酎農会岳i   株式会社 t通  

講演の要旨  

1．社団法人中央酪農会議とは？  

2畿 キヤ諌ペ脱訣の基本設計   

書 夕踊lゲットの設定   

書：ヨミュニケ間▼ションの構造  

3．キヤンペーーンの具体的展開  

4．キャンペーンの効果  

5．キヤンペ鵬ン展開上の今後の課題   



本会議の業務  
●生乳需給の安定、流通の合理化等、生乳流通の総合的管理。   

（生乳の計画生産数量の設定と進行管理）  

●酪農生産基盤の強化、生乳需給構造の改善等の対策の企画推進。   

（簡単に言えば必要な補助事業を企画し、補助金を配る）  

●生乳需要の増進、酪農産業の理解醸成活動等の消費者対策。   

（牛乳消費拡大キャンペーン、酪農教育ファーム活動等）  

本会議の会員  

地方会員：ホクレン等、全国9地域の指定生乳生産者団体。  

中央会員：全中・全農・農林中金等の6中央団体。   

本会議の事業規模  
事業の対象となる生乳は、国内で流通する量の97％。  

事業規模：17年庶事業費総額194億円。（うち消費拡大関連14億  

円）  

■ 鰭農家（生乳生産者）数：25，700戸（06年2月）  

■ 乳牛飼養頭数：1．635千頭（搾乳牛86％）（06年2月）  

■ 酪農家1声当たりの飼養頭数   

：全国61，5頭、北海道gg．7頭、都府県43～3頭  

■ 生乳出荷量：臥052．736トン（07年）北海道約45％   

【フランス2．2千万トン、イギリス1．4千万トン、アメリカ7．7千万トン（04）】  

疇 国内生乳需要量：ほ319千トン（06年度）自給率6アワ右  

■ 生乳出荷用途の内訳   

：牛乳等向け4，646．366トン、乳製品向け3．407．370トン  

書 産業の規模（産出額）   

：酪農業 約8．000億円 乳業 約23，000億円   



4  

艶消費減遇  

轟嬢～ゞ．学識  

轟痘にな1‾丁  艶悶消  義が急減傾向  

96  97  98  99 00 01 02 03 04 05  

（農水省牛乳乳製品読計÷、一夕前田が推計：牢蜜ノ   



6  

牛乳消費量減退の背景  ⑨飲用需要構造の変化  

■少子高齢化の動向  ■食生活の外部化動向  ㈲
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牛乳消費量減退の背景 ②類似市場での競争激化  

（牛乳以外m．，■各種競合飲料の動向（世帯当たり購入容量左乳m．，  

こ＝＝コ牛乳  

暮 ヨーグルト  

◆ 豆乳  

▲ 100％ジュース  

ーート茶系飲料  

◆【スポーツドリンク  

」■「栄養一機脚l  

トミネラルウォーター  

92年 輌 如 輌 9綿 97年（了笥レク男轟イ濃ジフ昔4年竿吉月冒洗Ⅰデータによる牛乳類市場分析』）   



キャ∴一′、二・‥・・二一′無目的  

諸々の環境により、生活シーンの中で  

「牛乳】の存在感が希薄になっている。  

適切なタ触ゲットを設定し、効率的に  
情報伝達を行うことで牛乳に対する  

イメージを変える。  

また、長期的に需要を確保する。   
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ターゲットの設定  

11  

世代別にみた牛乳消費の変化  

各年代での牛乳消費量の推移（96年⇒04年）  

0ミルク「牛乳乳製品消費動向調奄」より）  

10代は最も牛 Lを飲在層 し力し10代を過ぎると  
急速l肖費量力成少 さ引 中高生の牛 L離れも大きし  
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中高生男女  

ターゲット選定の理由  

【緊急性】  【将来性】  

将来の健康の【；  
l  

ために10代≡  

での摂取が肝要要害  
I l＿   

消費量は  

全年代で最大  

長期的に  

市場を支える層  

規模 緊負性 将来性の視占から  
各州ゲットを『ヰ高生」lに 又  
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⑨家庭内での位置付け  

■家庭飲料純粋想起率  

0  20  

【10代男子】  
40  60  80  100  0  20  

【10代女子】  
40  60  80  100  

果汁飲料  
l32  

125．5  

牛乳  
口10代女子  

口全体  

その他  
l28．9  

コーヒー  27．3  
60．5  

L   

お茶  
】69．3  

畑53  

ネラル  

紅茶   

口10代男子 □全体        19．7                   3   l  
（中央酪農会は／牛乳飲用生活者調査・実態調査（05年3月）より）  

中高生男女丑l 家庭で飲む飲料と聞力れナ際 おÅ力 l 圧倒的優位『牛L』力引 手かj人力多しとは言えなし   
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1¢代にと富で年乳とは？②好意・関心・意向  

■牛乳に関する好意・関心・意向  

【10代男子】  【10代女子】  
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♂㌔♂ 
（中央酪農会は／牛乳飲用生活者調査・実態調査（05年3月）より）   

・  

－  

15  

10代にとって牛乳とは？③イメージ・＝－ズ  

■牛乳と理想とする飲料のイメージ総量  

さらl 中高生の中で牛 Lの存在成自体力希薄で  
イメ ソ 機日の両面で   スカら帝任してし る  

■  
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i牛革し¢摂取機会？ 
＿■＿＿＿＿  

く牛乳に対する関心度〉   

・家庭内飲料としても、想起  

は高いとは言えない。   

・関心・好意・飲用意向ともに  

他の年代よりも低い。   

・イメージが希薄で、飲料として  

興味を持たれていない。  

・飲用量自体が減少   

・家庭内飲料として緑茶等に  

ポジションを奪われつつある。  

牛乳の現状においモ解決すべき優先課題  
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コミ，1∴ヤー・r・シÅ・・掛軸寧暗   
0時  6時  12時  18時  24時  

【平日の行動特徴】   

『学校』で過ごす時間が長い  

『移動時間』も長い  

『サイバー（携帯）』は、日中  

空き時間に頻繁に接触している。  

【休日の行動特徴】  

『塾』で過ごす時間も長い  

『サイバー（携帯）』は休日も  

変わらない頻度で接触している  

（電通／MCRデータより）   

19   

コミュニケ鵬ションの基本構造  

テレビC…を中心とした  

コミュニケーションで  

牛乳の存在感を高める  
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中高生のコンタクトポイントで  

牛乳ベネフィットを  

正確に多角的に伝える  

右脳的直感！  左脳的理解！  
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21   

05～06年度の具体的展開  



22  

キャンペーン構築のためのインナーマネージメント  
23  

事業説明会で理解醸成  
一全国でブロック会議開催－  

yリnyU・｛○  

「牛乳に相談だ。」キャンペーン始まる。  
いノ7d tl■■▲■■■Lいl■t▼  

ヽ「■上1■■ししtウセ■1仁■l■ll ●－t■く暮」■lL  ▲－l．くヮl  
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■●■：t？1◆ ◆1tiナてl．●1＝亡■■l■l▼しJl．  

■●しl七ヽ●tl■■■t■L ■■ 疇■●■▼■t■■■■▲。て■ ■I■亡ト■に  

■■●●●■ ▲l、◆．■● －．■   l  ●■lt ■l  

I■ 
．．・．‥‥nい、トミl，‖、．、く－よ出陣．． 

妄1トけく∴虻＝J∴■▼￥■．ととt＝1ア¶耳仁1t白書ノiす．   
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≦．テi．′巨：－  糠 ミ盛軸箪ヤンハニー：・．二・f．〉  

【シンデレラ編】  

25  

仁テレビCM（冬期キヤンペ鵬ン）  

【ラブレター編】   
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＝．コンタクトポイントでの展開  
【牛乳のベネフィットに即したコピー開発】   

lI．コンタクトポイント展開 ①夏期ポスター（例）  
27   
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≡≡．コンタクト軒ヂ：■卜展開 j冬期ポスター（例）  
2苧  
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9yUtlyL◆・くく＞rγ  ■二l）仁、）l■い＝   

担  

ジI’し！▲▲）il・＝イこ、  

純  

コンタクトポイント展開 ②交通広告／屋外広告   ll．  



ll．コンタクトポイント展開③サイバー（WEB／携帯）  30  

／   

iWEBサイト…  

富（トップペ一言  
‾…‾‾…‾ 
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7′ルて 虚蓼で 更テゞ も＝に入いせ小一鳥＝・パ町‾せ  

しi貢い  r 2   脾 L7・．り  

モバイルサイト  
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31   

lI．コンタクトポイント展開 ④牛乳パック  
【牛乳パック側面を活用したタイアップ展開】  

牛乳パックを活用した、大手・中小乳業メーカーとの  

タイアップを展開。  
POINT  



32  

善臣もヨ諌磨昏巨轟ぜン担展開 ⑨雑誌  

ターゲットメ丁イアである雑 では  

世代である中高生のためにIrマンガ広告」1を美玉  

キ＼ へ ノナイトへの誘導を目手 す  

‡I．コンタクトポイント展開 ⑥屋外でのサンプリング  
33   



ll鬱コンタクトポイント展開 ⑦学校  
34  

lI．コンタクトポイント展開⑦学校   

▲      ‾‾‾一   丁 ▼                 ヾ   



歴匿tヨン愛夕トポぜ≡纏展開 ⑧『大事予備校』  

37   

‖．酪農家などチャネルメンバ椰による活動  

浅  
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‖．酪農家などチャネルメンバーによる活動  

39   

‖．酪農家などチャネルメンバーによる活動  
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キャンペ、・・l・ンの基本構造 三溝祀朝自己増殖的展開）  

‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

ベネフィツ′ぎ…  

多角彪に広元る： l  

．右脳ノ拍．瞥キー ：                                 l  

鼻 
．  ▼◆  

●  

牛乳パック広告  

WEB・携帯サイト  
雑誌広告  

■  

予備校、カラオケ等での：  

展開  

テレビCM  

交通広告  

屋外広告  良二十＋、十 ＋＋十＋＋÷÷∴ナ  
ノ キャンペーンの   

自己増殖的な拡がり  

中高生をタ馴，ゲットに  
情緒的便益性と機能的便益性を統合化したコミュニケ岬ションを  
メディアとチャネルの選択、集中、開発（ク日スメディア戦略）により  
ターゲットのコンタクトポイントに即して立体化¢統合化苓横断化させ  
つつ、キヤンペ鮒ン牒自己増殖的に成長沓せ愚  
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雛棚投 療  

43  

・キャニ・・丁へ・・ン言君無官料紙潮   

⑨関東エリアでl＊．TVCMの投下量を減少させたにもかかわらず、認知は前回同   

様、高水準を維持。  
②新たにTVCMを集中投下した、関西・中京など準スポットエリアでは、10％以   
上、認知が向上。  
③テレビスポットを投下していないエリアにおいても、チャネルメンバーの取り組み   

等によりが50％の認知率。  

前々回●  
今回計  前回計   計  

（05年9  

月）   月）   

月）   

86．0  84．0  63．1   

63．6  66．1  49．9   

51，3  35．2  22．5   

77．2  

Il   
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エリアにかかわらず、キャンペーン認知者に高い印象度を与えた。  

F’まずはキャンペ‥ンに振り向いてもらう」状況は、狙い通りに作る  
ことができている√．  

今回  前回  前々  計  計  回計  （06年  （06年  （05年  8月）  2月）  9月）  79．1  84．7  783   
78．4  77．8  776   

80．0  74．3  833   

45  
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06年度キヤンペ仙ンで目指した新しいステ鵬ジ   

【母親が買う】  

●子供に飲用意向が  

ある 

●店舗でその情報を  

伝える。  
（店頭対策）  

【中高生が買う】  

●飲むことの意味を  

再確認。  

●領域②強化、チャ  
ネル対策の試行。  

、放課後）  

「飲用行動変容  

・購入促進」   

の領域   

「牛乳の理解醸成  

・飲用意向」  

の領域  
新課題  

「キャンペーン認知関心」  

の領域  

06年度キャンペーンの2つの重要な施策   

■課題1：実施エリアを拡大、その浸透状況に応じて戦略化   
■課題2：領域（／訝（商品回り）への施策の開発・試行  

‾‾‾‾‾‾‾■「 l  上関東三     し＿＿＿＿＿＿■  

領域③へ  

関西・中京・北海道・宮城   
広島・岡山／香川・福岡   

領域②へ  

l‾‾‾‾‾●‾■‾‾‾，  

：（その他）；  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

領域   
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壷．テレヒe壷漬  

49   

（冬期キヤンペ榊ンヨ  仁テレビCM   

【シンクロ   

編】   

【チョーク   



lI．コンタクトポイント展開 新コピー開発（約200種）50  

①屋外広告・  
徹夜で100点。お肌は0点。  

9yuれyU・⊂Om  

雪だるまが乗ってるよ、と  

子供に指をさされました。  

gyUnyUl亡Om  

②車両広告  
おばあさんに  

庸をゆずられました。  
眠けは浅いが、  
小川妃りは潔いu  ポクのお腹も停車巾⊂  

lI．コンタクトポイント展開 交通広告屋外広告   
51   



≡≡．コンタクトボーデント展開 スチリ・ヰメディア間発  
52  

‖．コンタクトポイント展開  

母親向け新コピーの開発 ③店頭POP用  

53   
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tl．コンタクトポイント展開 母親対策 店頭POP  
54   
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lll．酪農家などチャネルメンバーによる活動  
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56  

冨闇参篭軍籍鞄匡だ賢約活動 ≪横浜≫  

地元中堅乳業（株）が自社販促とコラボして主体的に実施  

■スポーツイベントでのツール展   

57  

≪新潟≫  Ⅳ．モデル地区での活動  
地元農協及び農協系乳業主体の展開  

■地域イベントとのタイアップ   

■地元流通チェーンとの  

タイアップ  
■駅貼ポスター掲出  

その他  

▲BSN、fmPORTでのラジオCM  
■「農協牛乳」パック広告   



58  

lV．モデル地区での活動 ≪京都≫  
地元農協及び牛乳販売店がコラボして展開  

■交通広告＆00H  ■ツールサンプリング  

●京都タワーホテル懸垂幕  

●京都オリジナルコピーによる交通広告  

・駅貼り：JR京都、ニ条駅、市営地下鉄、京阪電鉄、  

京福電鉄、阪急電鉄、近畿日本鉄道  
・まど上額面：市営バス、京福電鉄   

■12達貼リボスター：京都市営地下鉄／京都、四条駅   

●祇園祭、西京極球場「京都パープルサンガ」など、地  

域・スポーツイベントや酪農関係イベントを中心に、サン  

プリングや試飲実施を活発に実施  

●府内の大学サークルにビブスを提供  

●他、多数のイベントで活発にツールを活用  

59   

lV．モデル地区での活動 ≪京都≫  
■量販店、流通対策  ■邑塑嬰秦礫  
●京都産原乳のみ使用「京都松原牛乳」（200ml）を、府内のCVS・ファミリー  
マート140店舗で2ケ月間販売 ●Aコープ7店舗で流通POP設置とプレゼント  

スーパーマツモト15店訃にしがき27店舗でバスケット広告を実施●京都  

●府内の学校2校に、「京都松原牛乳」専  

用の自動販売機を2台設置（京都文教中学  
校・高等学校、東山高等学校・中学校）  

生協（Aコープ）23店舗で、流通POP、パネルなどのディスプレイを実施  



i;5 

61  

葦∵炉   

①関東エリアでは、TVCMの投下量を減少させたにもかかわらず、認知は前回同   
様、高水準を維持。  
②新たにTVCMを集中投下した、関西・中京など準スポットエリアでは、10％以   
上、認知が向上。  
③テレビスポットを投下していないエリアにおいても、チャネルメンバーの取り組み   
等によりが50％の認知率。  

前々回  
今回計  前回計   計  

（05年9  

月）   月）   
月）   

86．0  84．0  63．1   

63．6  66．1  49．9   

51．3  35．2  22．5   

77．2  



62  

軒巨 1′騨凱紺輿撒脛  

エリアにかかわらず、キャンペーン認知者に高い印象度を与えた。  
「まずはキャンペーンに振り向いてもらう」状況は、狙い通りに作る  
ことができている。  

今回  前回  嗣々  計  計  回計  （06年  （06年  （05年  8月）  2月）  9月）  79．1  84．7  78．3   
78．4  77，8  77．6   

80．0  74．3  83．3   

63  

・∵トト・・・・∴．・・・と・．．、呈．詩黄油 汗鮎藩札の状況卜  

関東の中高生においては、牛乳に対する意識の変化、飲用意  

向の向上が見られる。  
しかし、具体的な行動の変化までは効果が不十分。  

′㌢  ′㌢  ノ㌣  

、∴＝   
※キャンペーン認知者  



64  

複数メディアの組み合ゎ皆亀芸よ番数  

チジ呵効果が明確に現れぞおり、戦  

略の成果が出た。  

72．4％  CM＋3～接触・牛乳飲用意向  

CMのみ接触・牛乳飲用意向  43．3％  

－  

皐  

ニ  
・   t・  

－  

－－  

と 自覚している層1   ※キャンペーン認知者（接触したことをきちん  

「多様性・反復性・選択性」と「コンタクトポイント」の関連性の解明が必要  

65   

3年目（07年度）の活動計画  



66  

中高生の最近1～2年と比較した牛乳飲用の変化  

」（月2～3回以下）  

M（週1～4回）  

H（週5～6回以上）  

中高生全体   



中高生の牛乳の成分や効能に対する認知度  

ロよく知っている固まあ知っている口どちらともいえない□あまり知らない頼まったく知らない  

牛乳は飲まない  

L（月2～3回以下）  

M（週1－4回）  

H（週5～6回以上）  

牛乳を飲む層も飲まない層も、好きな人も嫌いな人も、牛乳  

を「飲んだ方が良い」と思っている。  

喉が渇いた時に飲む  

「飲み物」ではなくて、  
むしろ背が伸びるため  

の「薬」的存在  

飲めば身体にいい、し  

かし飲みすぎると、お  

ほにくる。あまり好き  

じゃない   

飲めば骨も身体も丈夫  
になることは分かって  

いるが、小学校時代の  

トラウマが克服てきな  

い  

飲むと大きくなって菜  

牛乳がとても好き。ど  
んな食べ物にも合う。  

身体を作る栄毒素が大  

い時に身体が温まる。  

再び陸上を始めたら健  

康つくりのためにも、  
また飲みたい   

様々な栄毒素を含んで  

いて、成長していく上  

て必要二 飲みやすい健  

簑トリンクのようなも  

の   

皇‡むと落ら書くたけ  

してこな＜、寅体にもい  

い二 Caが入っていて、  

膏を丈夫にしてくれる  

飲むと身体が元気にな  

る。身体の調子もよく  

いもの  

いると背は悼びす、不  

健康な人間になってし  

まう  

飲むとシャツキリする。  

背が伸びそう、膏毒丈  
夫になる。接いな人か  

いるのが分からない  

栄音素的に、カルシウム  

で飲まないとイライラし  

たり、身体に害が出る  

カルシウムは豊富だし、  
乳製品になるととてもお  

いしいニ  

牛乳を中心とした生活  
に変えると妻体にもよ  

さそう二 億康によいし  

背石高くなるかもしれ  

ない  

葦の成長が止まったこ  
とや、将来の骨矩しょ  
う症のことを考えると  

鎮まないといけない  

力  
√ヽ  ＿ノ  

多   くて淫売ガ毒  

そのま貢袈こ  
毒  
さそ  
と臭くて凛い  

（定性調査二中高生のエッセイに見る牛乳のパーセフションより）   



●  

多くが「牛乳＝朝食」を連想。量層、性別・中学高校を問わずその  
内容が、「牛乳＋タマゴ料理＋トーストなどのパン」。  

（定性調査：中高生の描画法に見る牛乳の潜在イメージより）  

L層   

牛乳のある風景がステレオタイプとなり、  
牛乳の記憶の画一化・規範イメージを促進し、  

「理想の食卓の象徴」となっている。   

牛乳は「摂るべきもの」「摂ることが望ましいもの」であ  

り、それがおかれる社会的文脈は「理想の朝食」のような必  
ずしも現実に即していない理想態や、「学校給食」のような  
義務的な摂取が相応しいものとされている。牛乳のこの規範  
性はきわめて強力で、実際には牛乳を余り飲まない層の意識  
をも支配している  

0「牛乳についてのポストモダン調査分析」（若林幹夫早稲田大学教授）より  

牛乳の混載性の光の部分。   

規範性の強み  

「飲むペきキモチ」が「背が伸びる」  

などの効能認知に後押しされ、安心し  

て飲む理由（飲む確信）となる。  

「飲むべきキモチ」が「義務や強制」  

に捉えられ、その呪縛から逃れるため  

に、無自覚に、「牛乳を意識するこ  

と」自体から遠ざかる。  

牛乳の規範性の影の部分。   

規範性の弱み  

椚   ・▲   
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▲ ：ヰ乳をたくさん飲むと背が高くなるようなので飲ませたいが、本人が嫌いで飲まないので： ■  
難しい（中3男の母親）  

；小くら言っても言うことを聞く年齢ではないから、本人に任せるしかない（高2男の母親）；  
咋▲■ ＿」  ■ヽl！ ノ、」  ′ ＿．＿．．．＿ノ．ヽLl ，  l rll．  」＿ －＿ ′・～   －－－■ Jll ＿＿．＿」ヱ．1≡＝・＋  ll 一  」」 l ＿」  、 ．▼句＿ 三J，h＿．」 l    ＿＿A」 ＿⊥」＿L．     ■  

：ガ私自身は飲んで欲しいと思いますが、子供の成長と共に本人自ら意識をもって飲まない  

■ ：限り、無理に飲ませる事は不可能です（中1男の母親）  
≡ヰ乳は希望者だけ学校で用意してくれるので、小学校までせっかく毎日飲んでいたのだ  

■ ；から中学生になっても体のために飲ませた方が良いと考え申し込みをしたが、娘に「もう牛：                                                                                                                                      ■  
：乳は飲みたくない」と断られてしまった（中3女の母親） ■  

● ：㌧＼くら朝食とかに牛乳を出しておいても、自分で冷蔵庫からスポーツ飲料を出して飲んで、： ■  
：終わらせてしまう。，出される物とほ関係なく、全て自分で飲み物は選んでいるので、体に良；  

（高2男の母親）  

：・お弁当になり、本人が飲みたいといわなければ飲まなくなった。実は好きではないと言わ：  
；れた（高2女の母親） （定性調査よりQr牛乳を飲ませなくても良いと患う理由」に対するFA）  
■■＝＝■■■■■■t■■■■■1■■■t■■■■■■■■■■＝＝■■■■■■■■■■■■■■■■＝■■■■T■■■t■■■t■t■■■  

中高生自身の意識を変化させない限り母親も動かない。  

母親はあくまで「中高生の購買代理人」である。   

中高生の健康や食生活に対する意識（肯定率）  

美容に気を使っている  

ダイエットをしている／摂取カロリーに気を使っている  

：二謀  

1・・渾聖更誉ご警誓聖ニ」や・  

家族と一緒に食事をすることが多い  

添加物・品質表示等に注意している  

健康関連の情報に関心が高い   

健康によいのであれば、味が好みでな〈ても食べる（飲む）  

食事は、ある程度決まった時間に食べるようにしている  

‥  

好き嫌いは少ない方だ  

健康のために飲んだり食べたりしているものがある  

●  

＝＝＝∵  
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1．中高生にとって牛乳が「より身近な存在」になるための  
コミュニケ1ション構造を継続する。  

－f ∴▲ ∴ナ ‡・ミい‾車計、圭こ：∴∴∴   い耳＿ミ∴∴・矩・・⊥ミ・∴∴こ． 一  
驚約撃練藍狩重唱馨落葉彦を，、譲奮清音番 

3．高認知というキャンペーン成果の上に立って、実際の飲用オ  
ケージョン（家庭）や購買場面にキャンペーンを、さらに近づけ  
ることによって、「牛乳を飲むこと」への気づきを促進する。  

・・  ・・ －・‥・  

ノイ ミ、、ト・〝、 尊号整ノ【じ 

開発餐違嶽愚′さ  

5．累積されたキャンペーン資産を活用して流通とタイアップし、  

「実需」を促す施策をモデル的に実施。来期に繋ぐ。  

・∴：ミ：・・●  



1．中高生にとって牛乳が「より身近な存在」になるため  
のコミュニケーション構造を維持する。  

；1．牛乳の強み＝牛乳飲用の規範性の「光の部分」＝飲むペき飲料  
■  
暮  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■   

「飲むペきキモチ」に対して  

は、「効能」を訴求すること  

「飲むべきキモチ」が  

効能認知に後押しきれ、  
安心して飲む理由となる。  で「牛乳飲用」を確信させる。  

■  
■  

■ ：2．牛乳の弱み＝牛乳飲用の規範性の「影の部分」＝義務感・強制感  
」  
■  
■  
■  
■  
ll  

■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
＝  

■  
t  

■  
■■  

「飲むべきキモチ」が  「親和性のある世界観」を  

訴求することで「飲みたい  

キモチ」を自発的に想起させ  

る。  

「義務や強制」に捉えられ、  
その呪縛から逃れるために、  
「牛乳を意識すること」自体  

から遠ざかる。  

2．ターゲットは中高生。ただし、「中高生の購買代理  

人」としての母親の立場を従来より意識する。  

′▲■■■■■■■■■■■■■■■■11■■■t■■＝■■＝■＝■■■■■■■■■■■■■■■＝■■■■H■■■■■■■■＝■■■■■■  

：定性調査の結果、『母親は「子どもが飲もうとしない場合は牛乳を買； ■  
■  ■  

■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
二  
■  
■  
I1  

■  
■  
■  
■  
■  
■  
「  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
■  
＝  

■  
■  

わない」』ことが判明。  

中高生自身の意識を変化させない限り母親も動かない。  

母親はあくまで「中高生の購買代理人」であることを再確認。  
町
長
 
…
封
．
．
卦
 
 

■こうしたターゲットと母親の関係性を着目し、特に露出  

た
 
 

きいTVCMにおいて、中高生と母親の関係性を  

開発を行う。  

し
 
 

識
 
 

■実際の購買、店舗周りでのコミュニケーションでは、「中高  

生の購買代理人」たる母親への情報訴求を強化する。  

椚   



3．高認知という成果の上に立って、実際の飲用オケ叫ジョ  

ンを訴求することで「牛乳を飲むこと」への気づきを促進。  

キャンペーンを牛乳飲用に結びつけるためには、実際の飲用場面を意  
識してコミュニケーーションを組み立てる必要がある。なお、現実的に  

は家庭外での飲用促進は困難。また「冷蔵庫に牛乳がない場合は飲ま  
ない」という実態を重視することが必要。  

■ 鋏む場所は家庭内。  ■ 冷蔵庫になければ飲まない。  
田自宅の冷蔵庫になければ、自分で買L、に行ってでも飲む  

□自宅の絹庫になければ・親などに買ってきてもらって叫  
□自宅の冷蔵庫になければ．別の飲み物を飲む  

■   座H（週5～6回以上）（∩＝247）】M（週1～4回）（n＝105）  

：l」（月2～3回以下）（。。49）思N（まったく飲まない）（n＝72） 
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■  

；家庭内で  「冷蔵庫に牛乳がない場合は飲まない．」と いう実態  
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4．より効率的なコミュニケーションを行うため、量層別の  
パーソナリティを踏まえたチャネルの選択一関発を進める。  
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苫ごぎ．Cるペく書糾をTbよう  

虻ユ1拍＝しゼl、るき  

1根農竹遭の中iに恥が飢、  

加相即㈲吋こは軋¶、る  

ゲイエγトモしn、る】鼻血カロリーF狂七っれ、  
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＝   
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1環静∫ （07・02一大規模サンプル調査より）■■雷薫轡少′  ※中高生全体平均との差でグラフ作成 －戒顎磯野紅 

「規則正しい体力派J。「朝食」は「家  

族と一緒に」「規則正しく」食べる。  

また「なるべく運動するようにして」  

おり、実際、「定期的にしている運動  

粕針0「体育会系」  

HとNユーザの中間的存在。「運動」  

関連項目は特にHユーザとの差が  

明らか。「ダイエットをしている／摂取  

カロリーが気になる」スコアも若干  

高い 
紬ば■‥「文化系」  

「規則正しい生活」ができていない（  

「健康」意識は低くなく、特に「カロ  

リー」は気にするが、「好き嫌い」が  

多く、「栄養バランス」は考えていな  

し駄．「“悪い子”系」  

量層別の特性を踏まえたチャネル・コンタクトポイントの開発が不可欠。  

5．累積されたキャンペーン資産を活用して、流通とタイ  
アップし、「実需」を促す施策をモデル的に実施。  

累積されたキャンペーン資産  

■ 母親層も、キャンペーンヘ認知、印象度、好意度が高い。  
■ 流通関係者もキャンペーンとの連携に積極的な意向。  

■  
■  
■  
■  
ll  

」  
■  
■  
■  
■  

流通とのタイアップによる「販促アプローチ」を  

積極的に提案、実施することが可能に。 
「  
「  
■  
■  
■  

■ ■  

■  ■  
■  
■  
■  
■  
1  

■  
■  
■  
■  
■  
■   

夏休み期間中の子どもたちの健康・栄養管理に悩む母親の具体的な課題を解  

決・支援するために、夏休みの牛乳飲用を訴求。  

併せて、飲めない子どもへのおいしさ提案と関連付けて、牛乳とココア等と  
のクロスマーチャンダイジング（関連販売）で、売り上げ向上につなげる。   



「牛乳に相談だ」キャンペーン最新調査結  

？「わ簸てに築沌一上∴∵‡萎′      ‾－，▲ア、  
“ シヲ∵∴蕎昔日  

111来待拉ぺ1イ汗∵㌢  ケ摘草清華         －？－－ 1、【岳  

キャンペーン認知率（二＝＝S年や月時点、マb 

■確かに知っている  □知っているような気がする  

0  20  40  60  80  

認知率の推移（？も）  牛乳消費量の前年比推移（％）  
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「 ぎてて1120    ≡ 200臥9 … 2008．2．i2007．9 妻   
】  

100l  認知計 巨認知計 上認知計  

東京・中高生計  

大阪ヰ嵩生計  

スポットCM非放送  

地域・中高生計  

東京・19－69歳計  

東京・30－49歳女性計  H77年度   目18年度   H19年度  

資料∴Iミルク、り8年3月（インテージSCIデー  

タより推計）  

J』巴＿温J里J里旦⊥皇度量主星！三越巣重義皇度扱高く⊥羞義f！ラン  

スに優れた牛乳を摂取することによって適正体重を維持する。  

碓〟亭慶ば√ヘルシーダイヱットぱ幸男仁胱ノ御  
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ご清聴ありがとうございました。  

END  

gyUnyU・亡⑳m  

事例研究としてお役に立てれば、可能な限り情報提供します。   




